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教皇フランシスコ、2022 年 10 月 2 日「お告げの祈り」でのことば 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん、こんにちは。 

 ウクライナでの戦況は、非常に深刻で、破壊的で、命

を脅かすような状態となり、大きな懸念を引き起こして

います。ですから、今日、わたしは「お告げの祈り」の

前の講話を、すべてこの件に充てたいと思います。実際、

人類に対するこのひどく想像を絶する傷は、癒されるど

ころか、さらなる血を流し続け、さらに広がるリスクを

呈しています。 

 この何か月かで流された血と涙の川を悲しく思います。

多くの犠牲者、特に子どもたちの犠牲者を、そして多くの人々と家族の家を奪い、多くの領

土を寒さと飢えの状態にしてしまう破壊を悲しく思っています。このような行為は決して正

当化できません。決してできません。世界がウクライナの地理を、ブチャ、イルピン、マリ

ウポリ、イジューム、ザポリージャなどの、筆舌に尽くし難い苦しみと恐怖の場所となった

地名を通して知っていくことは、残念でなりません。人類が再び核の脅威に直面する事実を、

どのように考えたらよいでしょうか？ばかばかしいことです。 

 次は何が起ころうとしているでしょうか？戦争は決して解決策にはならず、破壊しか残さ

ないことを理解するのに、どれだけ多くの血が流され続けなければならないのでしょうか？

神の名において、またすべての人のこころにある人間の良識の名において、わたしは即時停

戦を求める訴えを新たにします。武器を黙らせましょう。そして、力によって強いられる解

決策ではなく、合意に基づく、公正で安定した解決策へと導く交渉への条件を探りましょう。

さらに、それらが人間のいのちの極めて神聖な価値と各国の主権と領土の保全、少数民族の

権利と考えるべき当然の懸念に基づくものであれば、そうなるでしょう。 

 国際法の原則とは正反対のさらなる動きがあり、ここ最近の深刻な状況を非常に遺憾に思

っています。核使用の危機が増し、世界中で制御不能で壊滅的な結果に直面する恐れが高ま

っています。 
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わたしのこの訴えは、誰よりもまず、ロシア連邦大統領に向けています。この暴力と死の

悪循環を、ロシア国民のためにも止めてください。一方で、この軍事侵攻の結果、ウクライ

ナ国民の計り知れない苦しみに悲しみながらも、同様にウクライナ大統領にも訴えます。和

平への真剣な提案にこころを開いてください。国際社会で中心的役割を果たしているすべて

の皆さん、そして各国の政治指導者の皆さんには、この戦争を終結させるためにできうる限

りのことをしていただきたいと思います。その際、危険な戦争の拡大に引き込まれることな

く、対話に向けた新たな取り組みを促進し支えてください。どうか若い世代が、狂気の戦争

に汚染された空気ではなく、平和の有益な空気を吸えるようにしてください。 

 武力紛争が始まって 7 カ月が経ちました。この悲惨な悲劇に終止符を打つために、今ま

で使われてこなかった、あらゆる外交的手段を使いましょう。戦争自体が間違いであり、恐

怖なのです。 

 こころを変えることがおできになる神のいつくしみに信頼しましょう。また、ポンペイの

聖母巡礼聖堂に集う信者の方々、世界中の多くの場所でロザリオの聖母に祈りをささげてい

る方々と霊的につながり、平和の元后である御母の執り成しに信頼しましょう。 

（カトリック中央協議会 HP より） 
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1  １1 月のミサの実施 

 

実施方法は８月以前に行われていた方法と原則同じです。変更点は 西・峡南・山城 ブロ

ック東・南・中央・北 ブロックとし実施、月２回の主日のミサに参加することが出来ます。 

先着順にて聖堂・講堂順番でご案内いたします。 

※コロナ感染症拡大のときにお願いしておりました。ミサに与る回数を原則月一回廃止しい

たします。 実施方法は、以下の通りです。 

 

主日のミサの義務を免除 

 

体調がすぐれない方はミサへの参加をお控えください。またご高齢の方、 持病をお持ち

の方も無理なさらないでください。同じく、体調不良、またはご高齢や持病をお持ちの方

は無理せず ミサの挙行をお控えください。  

主日のミサの義務を免除する権限は各司祭に与えられておりますが、改めて教区長とし

て義務からの免除をいたします。  

 

カトリック横浜司教区 司教 梅村 昌弘（カトリック横浜司教区 HPより抜粋） 

 

2 教会委員会  

 

11 月 6 日（日）11：30 ～ サンタルチア講堂にて教会委員会が行われます。 

※当日参加できない場合は、代理の方に出席をお願いしてください。 

 

3 典礼委員会 

 

１１月２７日（日）待降節第１主日より「新しいミサ式次第」でのミサになります。 

教区作成の式次第を１冊ずつお渡ししますので、記名して、各自でお持ち下さい。 

 

11月  6日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城 ブロック 

11月 13日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 東・南・中央・北 ブロック 

11月 20日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城 ブロック 

11月２7日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 東・南・中央・北 ブロック 
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4 地域福祉委員会 

  

(1)2022 年ミニバザー 

  新型コロナ感染症予防を第一優先に考えて、2022 年度は、フリーマーケットを中止

し、ミニバザーを 11 月 13 日(日)及び 11 月 20 日（日）両日にわたり行います。 

  主日のミサの参加日でないブロック・グループもあると思いますが、ご来場いただき、

信徒の皆さまで交流を深めて頂ければうれしいです。 

                        (詳細は、折込チラシをご覧ください) 

 

(2)老人ホーム等福祉施設へ「カレンダー」を贈る活動へのご協力のお願い 

  福祉関係の施設では、各部屋で使用するカレンダーが不足しております。皆様のご自宅

などで余分のカレンダーがございましたらご寄贈いただければうれしく存じます。 

  ・受付期間  2022 年 11 月 27 日(日)より、2022 年 12 月 25日(日)まで 

  ・受付方法  聖堂及びサンタルチア講堂入口にカレンダー入れ箱を設置致します。 

  その中にお入れ下さいますようお願い申し上げます。 

             

 (3)地域福祉委員会の開催 

  11 月の地域福祉委員会は、ミニバザーと重なるためお休みし、次回は、12 月 18 日

(日)12 時よりサンタルチア講堂で行います。この会で、2021 年のまとめと 2023

年の計画について話し合いたいと思いますので多くの委員の方のご参加をお願い致し

ます。 

 

5 死者追悼ミサについて  

 

日時 11 月 3 日(木)10 時 30 分～ 会場 聖堂 対象者 2021 年 11 月～

2022 年 10 月までに帰天された方。 参加者今年はコロナ禍のため、この一年間

（2021 年 11 月～2022 年 10 月）に帰天 された方の親族と、追悼ミサを希望

される方のみの参加といたします。  

※コロナ禍のため、一般の信者の方の追悼ミサへの参加は、ご遠慮ください。  

 

6 きずなの会     １１月 ９日（水） １０：００ ～ センターホール  

    

7 地域福祉委員会          休み 

 

8 典礼委員会      １１月１９日（土）  ９：００ ～ センターホール 

 

9 広報委員会     １1 月 27 日（日） １３：００ ～ センターホール 
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関係団体などからのお知らせ 

    

(1)ＮＰＯ法人こどもサポートやまなし 

   

①運営委員会 

   11 月 15 日(火)18 時 30 分より、サンタルチア講堂で行います。 

②学習会 

   今月の学習会は、1１月 13 日(日)、11 月 27 日(日)の 13 時 30分より、山梨カ

トリック福祉センターで行います。 

       

  ③様々な事情で困難を抱えるこどもたちにクリスマスケーキを贈る活動へのご支援のお願い 

   コロナ渦で様々なご事情で困難な生活や孤立を余儀されているお子様たちに、 

馬小屋の飼い葉桶の中で最も貧しく小さくお生まれになった幼子イエスさまの 

「神さまは、いつもあなたたちのそばにいるよ！」という祈りを込めたクリスマスの

メッセージをお届けするためにケーキをお贈り致しております。 

その資金として 40 万円ほど必要としております。年末で何かとご多用の時期に恐縮

ですが、金品のご恵贈賜りますればうれしく存じます。 

受付は 12 月 30 日まで、次の方法で行います。 

(1)直接に場合 

こどもサポートやまなし会長 池田まゆみ又は同会計横山裕子までお願い致します。 

(2)口座振り込みの場合 

山梨中央銀行 本店営業部 こどもサポートやまなし 口座番号 普通 

2039113  

  ④四季のあそび場「クリスマス」の開催 

   12 月 17 日（土）10 時から 12 時まで、サンタルチア講堂で子供さんを対象とし

たクリスマスを行います。 

………………………………………………………………………………………………………… 

 

 ～教会維持費および墓地・納骨堂管理費の納入について～ 

教会維持費および墓地・納骨堂の管理費は、下記の口座へお振込いただけます。 

 

月定献金振込先（教会維持費） 
山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 188674 
 
墓地・納骨堂管理費振込先（ 毎年 1月～5月中に） 

山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 1402890 

受取人（宗）カトリック横浜司教区甲府カトリック教会 
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敬老のお祝い 

  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本年はブロックごとに行われました。芹沢神父

様より祝福の上、プレゼントをお渡し、記念撮影いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

サンタルチア講堂の全面修復（外壁・屋根・看板等）が終わりあたらしくなりました。 

 

サンタルチア講堂 

１９５６年１２月１５日、甲府教会においても

信者の大きな集会場としてのサンタルチア講

堂が完成し、司教代理 井籐 庄治郎神父、甲

府市長 鷹野 啓次郎氏の臨席を得て落成式

が行われました。この講堂の建設費用は、イタ

リアの信者から特別に集められた献金による

ものであった。このように、イタリア人の祈り

と犠牲の協力によって県内各地の教会施設は

整備拡張されていった。 

 

（山梨県カトリック宣教百年誌より） 
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１１月 ３日（木）死者追悼ミサ    １０：３０ ～ ミサ（昨年11 月～今年年 10 月 

帰天 された方の親族） 

４日（金）初金ミサ       ９：３０ ～  

 

６日（日）年間第３２主日   １０：３０ ～ ミサ（西・峡南・山城ブロック） 

１１：３０ ～ 教会委員会 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

 

１３日（日）年間第３３主日   １０：３０ ～ ミサ （東・南・中央・北ブロック）   

１１：３０ ～ ミニバザー 

１５：００ ～ ポルトガル語（Português） 

 

２０日（日）王であるキリスト  １０：３０ ～ ミサ （西・峡南・山城ブロック）            

（年間第３４主日）  １１：３０ ～ ミニバザー 

１２：３０ ～ 韓国語ミサ （ 한 글 ） 

 

２７日（日）待降節第１主日  １０：３０ ～ ミサ （東・南・中央・北ブロック）    

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１２月 ２日（金）初金ミサ       ９：３０ ～ ミサ 

 

４日（日）待降節第２主日  １０：３０ ～ ミサ （西・峡南・山城ブロック）  

１４：００ ～ ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

日 時間 場所 該当ブロック 

11 月 6 日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城ブロック 

11 月 13 日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 東・南・中央・北ブロック 

11 月 20 日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 西・峡南・山城ブロック 

11 月 27 日(日) １０：３０～ 聖堂・講堂 東・南・中央・北ブロック 


